
提

出

者

保

坂

展

人

平
成
十
八
年
六
月
十
四
日
提
出

質

問

第

三

四

四

号

信
濃
川
水
系
の
東
京
電
力
測
水
所
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書
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信
濃
川
水
系
の
東
京
電
力
測
水
所
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

東
京
電
力
株
式
会
社
（
以
下
「
東
電
」
と
い
う
。
）
は
、
信
濃
川
水
系
清
津
川
に
�
件
の
発
電
水
利
権
を
有
し
、
平
成
十
七

年
十
一
月
三
十
日
水
利
権
更
新
申
請
を
提
出
し
て
お
り
、
現
在
国
土
交
通
省
に
て
審
査
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
申
請
の
基
に
な
っ

た
基
準
期
間
（
平
成
四
年
〜
十
三
年
）
十
年
間
の
流
量
デ
ー
タ
に
は
、

�

豪
雪
の
た
め
観
測
が
不
可
能
な
地
点
に
て
、
定
期
的
に
流
量
観
測
を
し
た
記
録
が
あ
る
。

�

出
水
時
に
連
続
し
た
観
測
を
数
箇
所
で
同
時
に
し
た
記
録
が
あ
る
。

な
ど
実
測
の
可
否
と
、
そ
の
結
果
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
の
数
値
矛
盾
に
つ
い
て
国
土
交
通
省
・
経
済
産
業
省
に
対
し
下
流
住
民
か

ら
調
査
要
請
が
出
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
東
電
は
住
民
説
明
会
を
開
き
、
適
正
に
実
測
し
た
も
の
と
の
見
解
を
発
表
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
は
、
基
準
期
間
に
観
測
を
行
っ
た
事
実
に
基
づ
く
客
観
的
な
証
明
で
は
な
く
、
請
負
会
社
へ
の
聴
取

や
、
観
測
地
点
ま
で
の
ル
ー
ト
説
明
、
多
数
チ
ー
ム
が
あ
れ
ば
観
測
で
き
る
と
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
で
あ
っ
た
。
更

に
、
国
土
交
通
省
の
流
量
記
録
と
の
検
証
に
よ
っ
て
、
水
文
学
上
あ
り
得
な
い
問
題
も
発
覚
し
た
。

�

清
津
川
の
流
量
記
録
で
は
、
上
流
の
東
京
電
力
清
津
川
第
一
測
水
所
の
流
量
が
、
近
接
し
た
下
流
国
交
省
小
出
観
測
所

の
流
量
よ
り
多
い
日
が
渇
水
時
に
頻
発
す
る
。
両
観
測
地
間
に
取
水
施
設
・
分
水
路
は
な
く
、
観
測
誤
差
を
考
慮
し
て

一



も
、
上
下
流
が
逆
転
し
た
流
量
は
あ
り
得
な
い
。

�

魚
野
川
の
流
量
観
測
で
、
下
流
の
国
交
省
六
日
町
観
測
所
（
流
域
面
積
三
五
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
渇
水
時
の
比

流
量
は
、
上
流
の
東
京
電
力
湯
沢
測
水
所
（
流
域
面
積
一
五
七.

八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
二.

五
倍
と
な
っ
て
い

る
。
同
一
の
魚
野
川
水
系
で
、
比
流
量
が
こ
れ
ほ
ど
異
な
る
こ
と
は
河
川
水
文
学
の
常
識
で
は
あ
り
得
な
い
も
の
で
あ

る
。

よ
っ
て
政
府
に
対
し
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

国
交
省
観
測
記
録
と
大
き
く
異
な
る
東
電
の
記
録
に
つ
い
て

�

こ
の
よ
う
な
矛
盾
が
生
じ
て
い
る
東
電
観
測
値
を
肯
定
し
、
更
新
を
認
め
る
こ
と
は
、
流
量
年
表
・
水
文
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
で
公
表
さ
れ
て
い
る
国
土
交
通
省
観
測
値
の
精
度
に
問
題
が
あ
る
こ
と
に
な
る
が
、
ど
う
す
る
の
か
。

�

経
済
産
業
省
は
「
東
電
が
流
量
報
告
を
ね
つ
造
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
」
と
し
て
い
る
。
昭
和
六
十
三
年
発
電
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
以
後
、
更
新
時
に
取
水
制
限
流
量
等
の
具
体
的
数
値
を
水
利
使
用
規
則
に
記
載
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
計
算

に
お
い
て
放
流
量
を
少
な
く
し
、
発
電
量
を
減
ら
さ
な
い
よ
う
流
量
デ
ー
タ
を
恣
意
的
に
操
作
す
る
こ
と
で
、
ね
つ
造
の

メ
リ
ッ
ト
が
発
生
す
る
の
で
は
な
い
か
。

二



�

水
利
権
更
新
の
場
合
の
申
請
書
様
式
に
は
特
定
の
定
め
は
な
い
も
の
の
、
概
ね
新
規
の
水
利
使
用
申
請
に
準
じ
作
成
さ

れ
る
。
こ
れ
は
、
更
新
許
可
の
際
に
も
河
川
管
理
者
が
新
規
許
可
と
同
様
の
審
査
を
行
う
か
ら
と
さ
れ
て
い
る
。
国
土
交

通
省
は
衆
議
院
決
算
行
政
監
視
委
員
会
調
査
室
の
質
問
に
対
し
、
「
更
新
時
は
流
量
に
つ
い
て
は
ノ
ー
チ
ェ
ッ
ク
で
あ

る
」
と
回
答
し
て
い
る
。
申
請
者
自
身
が
観
測
し
た
数
値
に
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
無
い
こ
と
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ

た
河
川
維
持
流
量
が
実
際
に
は
川
に
流
れ
ず
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
本
旨
が
達
成
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。

�

清
津
川
に
限
ら
ず
他
の
河
川
に
お
い
て
も
、
取
水
制
限
流
量
を
算
出
す
る
際
、
申
請
者
自
身
が
計
測
し
た
デ
ー
タ
を
使

用
す
る
場
合
に
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
無
い
の
な
ら
ば
、
同
様
の
問
題
が
生
じ
て
な
い
か
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
検
証
す
る
必
要
が
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
理
由
も
示
さ
れ
た
い
。

二

河
川
台
帳
の
調
製
保
管
に
つ
い
て

�

一
級
河
川
清
津
川
は
河
川
法
第
九
条
第
二
項
に
よ
り
都
道
府
県
管
理
で
あ
り
、
省
令
（
河
川
法
施
行
規
則
）
第
七
条
に

よ
る
と
水
利
台
帳
の
調
製
保
管
は
国
土
交
通
省
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
国
土
交
通
省
（
信
濃
川
河
川
事
務
所
）

は
、
「
現
況
台
帳
の
調
製
保
管
は
国
が
行
う
こ
と
に
違
い
は
無
い
が
、
県
管
理
の
部
分
に
つ
い
て
は
現
在
調
製
中
で
あ

り
、
閲
覧
に
耐
え
る
も
の
が
無
い
」
と
し
て
い
る
。
県
が
口
頭
で
「
末
梢
し
た
の
で
は
な
い
」
と
し
て
い
る
休
止
中
の
慣

三



行
水
利
権
に
つ
い
て
は
、
現
況
台
帳
が
調
製
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
水
利
権
者
が
、
自
己
の
権
利
を
台
帳
上
で
確
認
し
よ

う
と
し
て
も
で
き
な
い
事
態
に
な
っ
て
い
る
。
現
況
台
帳
は
同
法
第
十
二
条
及
び
省
令
第
五
条
に
よ
る
と
、
様
式
第
一
を

用
い
、
省
令
第
七
条
に
従
い
一
級
河
川
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
関
係
地
方
整
備
局
の
事
務
所
に
お
い
て
保
管
さ
れ
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
況
台
帳
が
存
在
し
な
い
こ
と
は
違
法
で
は
な
い
か
。

�

同
様
に
、
全
国
の
他
の
一
級
河
川
の
指
定
区
間
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
水
利
権
管
理
が
さ
れ
て
い
る
の
か
答
え
て
い
た

だ
き
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


